
▲左から田中市長、京葉ロジコ㈱鶴野代表取締役社長

▲出来上がったしめ飾りは自宅に持ち帰りました

▲厳粛な雰囲気の中、一般質問が行われました

▲月２回（全14回）の稽古の成果を保護者の前で披露しました

1/22届けよう！ラストワンマイル！！
京葉ロジコ㈱と災害時の協定を締結

市と京葉ロジコ株式会社は「災害時における物資
の保管等に係る協力に関する協定」を締結しました。
これは、茂原市で災害が発生した際に、物資集積

場所の提供、避難所等への物資の配送、物流専門家
の派遣、荷役資機材等の提供など、市の物資集積拠
点から避難所までのラストワンマイルにおける物資
の供給を円滑にするものです。

市内西小学校の５年生が、地域の方々と一緒にお
正月のしめ飾り作りに挑戦しました。
児童たちは、慣れない手つきで一生懸命わらを編

み、最後にうらじろ（シダ）やゆずり葉、だいだい
を飾り付け、完成。早く作り終えた児童が、他の友
達に教えてあげたり、手伝ってあげたりする姿も見
られました。

茂原市伝統文化こども茶道教室に通う市内小学生
19人が、教室の発表会として茶道の点前を披露しま
した。
この教室は、文化庁による地域活性化事業の一つ

で、今年で15回目。茂原市茶道協会の指導のもと、
茶の作法や人や物を大切にする心を学んできた生徒
たちは、「今後の生活にも活かしたい」と嬉しそうに
修了証書を受け取りました。

茂原市議会議場において、市内７中学校の生徒27
人が参加し、茂原市中学生議会が開かれました。
議場の雰囲気に緊張しながらも、「歩道の設置につ

いて」、「運動施設の改修について」、「医療政策につ
いて」など学校や日常生活の中で感じていることな
どを堂々と質問していました。

未来の茂原市のために
茂原市中学生議会

伝統文化子ども茶道教室

日本のおもてなしを大切に

西小学校でしめ飾り作り

自分だけのしめ飾りを作ろう
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